
　

３
月
30
日
、
舟
玉
川
島
停
車
場

線
バ
イ
パ
ス
の
交
通
安
全
祈
願
式

が
開
催
さ
れ
、
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
国
道
50
号
の
南
側
、

舟
玉
川
島
停
車
場
線
ま
で
、
約

９
４
０
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
、
こ

の
地
域
の
交
通
量
の
分
散
化
、
混

雑
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

　

３
月
28
日
、
国
道
50
号
下
館
バ

イ
パ
ス
笹
塚
交
差
点
の
歩
道
橋
の

完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
道
橋
は
、名
称
を
公
募
し「
い

さ
の
こ
に
こ
に
こ
橋
」
に
決
定
。

伊
讃
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、

児
童
や
伊
讃
支
部
自
治
会
の
み
な

さ
ん
が
渡
り
初
め
を
行
い
、
供
用

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
い
ち
早
く
被
害
の
確

認
を
行
え
る
よ
う
、
市
と
ド
ロ
ー

ン
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
茨
城
土
浦

校
（
松ま

つ
も
と元

陽よ
う
じ司

代
表
）
は
「
災
害

時
等
に
お
け
る
無
人
航
空
機
に
よ

る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
で
災
害
が
発
生
し

た
場
合
な
ど
に
は
、
市
の
要
請
を

受
け
無
人
航
空
機
に
よ
る
被
害
状

況
の
撮
影
、
情
報
提
供
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

３
月
27
日
、「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
委
嘱
書
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
活
躍
す
る

千
葉
県
松
戸
市
出
身
の
石い

し
ざ
き﨑

顕あ
き
ら良

さ
ん
に
続
き
、
新
た
に
埼
玉
県
熊

谷
市
出
身
の
篠し

の
ぎ木

崇た
か
ふ
み史

さ
ん
が
隊

員
に
加
わ
り
ま
し
た
。
篠
木
さ
ん

は
、
板
谷
波
山
を
通
し
た
地
域
お

こ
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　　

３
月
28
日
、
県
道
筑
西
つ
く
ば

線
バ
イ
パ
ス
の
一
部
開
通
に
伴

い
、
大
井
川
和
彦
茨
城
県
知
事
な

ど
関
係
者
70
人
が
参
加
し
、
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
道
の
筑
西
つ
く
ば
線
は
道
幅

が
狭
く
、
歩
道
が
未
設
置
で
交
通

量
も
多
い
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
隊
員

バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
完
成
し
た
の
は
、
全

体
計
画
６
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
宮
山
と
中
根
を
結
ぶ
２
・

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
開
通
に
よ
り

交
通
量
が
分
散
し
、市
民
の
安
全
、

安
心
が
確
保
さ
れ
、
ま
た
、
つ
く

ば
市
と
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲大井川知事や明野中学生たちによるテープカット

県
道
筑
西
つ
く
ば
線

バ
イ
パ
ス
が
開
通

い
さ
の
こ
に
こ
に
こ
橋

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

感
謝
状
贈
呈

✿
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

　
下
館
支
部
様

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

す
る
協
定
を
締
結

筑西市からありがとう

貴法人は筑西市に対する深い理解のもと
ガスコンロを寄付され当市の地域交流に多大な貢献をされました

よってそのご厚意に深く感謝し表彰いたします

表 彰 状
茨城県高圧ガス保安協会下館支部 様 

筑波山ベストビューポイント
母子島遊水地CHIKUSEI CITY

筑西市長　須 藤　茂

平成 30 年 3 月 23 日

舟
玉
川
島
停
車
場
線

バ
イ
パ
ス
が
開
通

▲交通安全祈願式

▲通り初め

▲篠木隊員（左）と石﨑隊員（右）

▲さっそく完成した歩道橋を
渡る児童たち ▲伊讃小学校の児童たちによるテープカット

▲協定を締結

　

五
所
公
民
館
に
４
台
、
協
和

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
７
台
の

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
正
し

い
使
い
方
を
学
ぶ
た
め
に
「
親

子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
」
を
開

催
し
、
市
の
地
域
交
流
に
多
大

な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

筑
西
市
か
ら

あ
り
が
と
う
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茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
長
会
役
員
退
任
に
伴
う
感
謝

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
増ま

す
ぶ
ち渕

慎し
ん
じ治

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
増
渕
さ
ん
は
同
会
で
理
事
、

監
事
を
務
め
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、
常
陽
銀
行
下
館
支

店
（
秋あ

き
ば葉
浩こ

う
い
ち一
支
店
長
）
か
ら
、

市
内
の
新
小
学
１
年
生
を
対
象
に

８
５
０
個
の
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
行
は
児
童

一
人
ひ
と
り
の
安
全
を
守
り
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
毎
年
防
犯
ブ

ザ
ー
を
寄
贈
し
、
今
年
が
14
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
「
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
少
し

で
も
安
心
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と

秋
葉
支
店
長
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
防
犯
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
15
日
、
市
が
、
防
災
無
線

で
の
呼
び
か
け
や
一
斉
メ
ー
ル
配

信
な
ど
で
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防

止
及
び
行
方
不
明
者
発
見
保
護
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
筑
西
警
察
署

（
秋あ

き

葉ば

勇い
さ
む

署
長
）
か
ら
、
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

増渕慎治さん
（稲荷町）

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
防
止

警
察
署
か
ら
感
謝
状

「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
作

り
に
」
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
長
会
か
ら
感
謝
状

▲秋葉支店長から目録の贈呈

真壁医師会事務局 ☎２４ー８７８８問

▲秋葉警察署長から感謝状の伝達

平
成
30
年
度
茨
城
県
生
活
習
慣
病
対
策
推
進
事
業

入場無料
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日　
時
：
６
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分
（
午
後
０
時
45
分
開
場
）

会　
場
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
ス
ピ
カ
ビ
ル
６
階
）

　
　
　
　
車
で
お
越
し
の
場
合
は
市
営
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

どなたでもお気軽にご参加い
ただけます。申込不要です。

【
繁し

げ
た田

雅ま
さ
ひ
ろ弘

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

日
本
老
年
精
神
医
学
会
理
事
、

日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
理
事
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
あ

り
方
検
討
部
会
部
会
長
な
ど
、

数
々
の
認
知
症
関
係
部
会
に
お

い
て
会
長
を
歴
任
。

【
第
１
部
】
講
演
会

　
認
知
症
に
な
る
前
に
知
っ
て
お
く
と
得
を
す
る
こ
と

特
設
ブ
ー
ス

　
薬
剤
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
、
認
知
症
に
係
る
資
料
提
供

【
第
２
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
患
者
さ
ん
か
ら
見
た
認
知
症

～
周
囲
で
支
え
る
私
達
が
な
す
べ
き
こ
と
～

パ
ネ
リ
ス
ト
：
医
師
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
、
看
護
・
介
護
、
行

　
　
　
　
　

  

政
等
関
係
者　
※
当
日
は
、
認
知
症
に
関
す
る
質
問
・

　
　
　
　
　

  
疑
問
な
ど
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

講
師：繁
田
雅
弘
氏（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学　
精
神
医
学
講
座　
主
任
教
授
）

真
壁
医
師
会
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま
た

は
そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
、
様
々
な
視
点
か
ら
認
知
症
の
人
へ
の
支
援
体
制
を
地
域
で

連
携
し
て
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
認
知
症
の
専
門
医
、
看
護
・
介
護
の
専
門
家
な
ど
、

多
職
種
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
い
て
認
知
症
を
深
く
知
り
、
身
近
な
こ
と
と
し
て
今
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
生
活
習
慣
病
と
認
知
症
～
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